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　ペルーは，貧富の差が激しく，公教育が充実しているとは言い難い。しかし，首都リマに暮らす比較的経済的に

恵まれた家庭の子どもたちが通う私立高は教育環境が整備され，カリキュラムが充実している。交流校などの実践

を参考にしながら，ペルーに合った理科学習ができるように調査研究を進めることにした（指導計画略）。

（1）現地小中一貫私立校ラ・ウニオン校（日系校）訪問交流より

　毎年恒例となっている交流学習会である。毎年 6 月と 9 月に行き来をしている。ラ・ウニオン校は，日系校の小

中一貫私立校で生徒数約700名である。日本語のプログラムを入れるなど，日本文化に触れる機会をもっている。

ラ・ウニオン校とは，6 年ほど前から交流を始めた。私は，毎年，理科の授業を中心に参観してきた。中学部の授

業形態はTTで行っている。小学部は，理科専科の教員が一人で教えている。クラス20名程度である。機材も充実

し，実験活動を充実させていることが見て取れる。

　このときの授業は，にわとりを使って解剖実習をしている。男女共に怖がることなく落ち着いた雰囲気で解剖を

していた。ダイナミックな活動に，本校の生徒は驚いていたようだ。

　眼球の作りを調べるために，牛の目を使って解剖しながら調べていた授業もあった。なかなかリアルで，子ども

たちは本物に触れるよさを体感していたようだ。思っていたよりも眼球が柔らかく，驚いていた。

　実体験を大切にした理科の授業を日々実践されているのがよく分かった。
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（2）現地私立校が使用している教科書の例

　ペルーの理科の教科書は，大変にカラフルなページ構成になっているが文字が多く，内容的に高度な印象を受け

る。実際，日本よりも 1 ～ 2 年早く学習内容を進めている感じがする。必然的に内容に沿った言葉も難しく，知識

理解の能力も問われる。もちろん，科学的な思考や技能面も尊重された理科教育全般の体系になっている。以下に

学年ごとの内容例を挙げておく。

　小学校 3 年…人体の内臓諸器官の名前について触れている。

　小学校 4 年…呼吸器官の仕組みや機能について触れている。

　小学校 5 年…肝臓の仕組みについて触れている。

　小学校 6 年…生殖器官の仕組みについて触れている。

　交流校のある授業を見たときに，花の作りについての学習で実際に校庭に出てたんぽぽの花を摘み，一人一人に

観察をさせていた。また，花弁を使ってゲームをしながら楽しい授業を見ることができた。教科書の内容は難しそ

うだが，各教師が具体的な活動を計画しながら上手に教科書を使っているのが分かった。

（3）理科校外学習より（2008年 1 月実施）
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　12月～ 1 月頃に毎年行っている中学部 1 年と小学部 6 年の合同の地層見学会がある。リマは，海岸線が切り立っ

ているため地層の観察はしやすい。ただ，小石や岩などが落下してくる危険性があるため，場所は慎重に選ばなけ

ればならない。子ども達は，改めて視点を絞り込み観察し始めると，けっこうおもしろいとの感想が出された。砂

や小石，礫などを採取し，学習に役立てることができた。

　本校に赴任して小学部の理科を担当したことがきっかけとなり，理科教育についての現地調査をすることにした。

本来，理科が専門ではないが，この機会にいろいろと勉強してみたいという思いもあった。今回の調査の視点は，

以下の通りである。

　①　現地校の授業を参観する。

　②　ペルーの理科教材について調査する。

　③　本校の小学校理科指導計画を作成する。

　④　現地素材を研究，研修する。

　⑤　その他

　現地の事情等がありなかなか思うように調査し，まとめることはできなかったが，自分なりに考え，実践するこ

とができたので良い勉強になったと考えている。結論としては，ペルーも日本も内容的には変わらないが，ペルー

の場合扱う内容が日本よりも早く，下学年でも高度なものを扱っているのが分かった。これは，日本の場合は生活

科があるので理科のスタートが遅れることも原因の一つであろう。また，ペルーは上学年になればなるほど実験な

どの実技が大切にされている。体験重視と言える。ただ，派手な実験も見られたので多少の危険も伴うようである。

しかし，手袋をしたり安全眼鏡を着用したりして安全対策は万全であった。見習いたいものである。

　小学部理科の指導計画作成については，あくまでも従来の教科書の内容を最大限に生かすことで考えた。これは，

テストの問題や日本に帰る児童のことを考え，あまり内容を逸脱するのは負担が大きいと考えたからである。本校

は学習教材も揃っているので，日本の内容を扱うことはほとんど問題ない。しかし，季節感や植物，動物の種類の

違いにより100％同じように行うのは難しかった。ペルーの実情に合わせ，無理のないように指導計画を立てること

にした。そのことで，3 年生から 6 年生までのつながりや系統性が見え，理科の流れについて大変に勉強になった。

今後の日本での学習指導に役立てていきたい。
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